
　
レ
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て
い
る
。

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ

た
こ
と
で
、
在
宅
勤
務
な
ど

に
切
り
替
え
る
企
業
が
相
次
い
だ
。
宣

言
解
除
後
に
通
常
勤
務
に
戻
す
動
き
が

見
ら
れ
た
も
の
の
、
感
染
再
拡
大
へ
の

懸
念
が
強
ま
っ
て
お
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク

を
維
持
す
る
企
業
は
多
い
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
の
広
が
り
に
は
地
域
差

が
見
ら
れ
る
。
内
閣
府
が
２
０
２
０
年

５
月
末
か
ら
６
月
初
め
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
東
京
圏
の

テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
率
は
49
％
だ
っ
た
一

方
、
地
方
圏
で
は
26
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

通
勤
時
の
感
染
リ
ス
ク
の
違
い
な
ど
が

影
響
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
だ
が
、
人
手
不
足
の
緩
和
が
期
待
さ

れ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

都
市
部
よ
り
も
地
方
の
方
が
大
き
い
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

将
来
推
計
に
よ
る
と
、
20
〜
64
歳
の
人

口
は
65
年
ま
で
に
約
４
割
減
少
す
る
見

込
み
で
あ
る
。
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進

む
地
域
に
限
れ
ば
、
働
き
手
の
減
少
は

さ
ら
に
深
刻
だ
。
こ
う
し
た
中
で
企
業

は
柔
軟
な
働
き
方
を
認
め
な
い
と
、
優

秀
な
人
材
を
集
め
に
く
く
な
る
。
事
業

の
継
続
す
ら
難
し
く
な
る
ケ
ー
ス
も
増

え
る
だ
ろ
う
。
コ
ロ
ナ
危
機
の
発
生
前

か
ら
、
出
社
を
前
提
と
す
る
働
き
方
は

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
だ
っ
た
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ら
育
児
中
や
介
護
中

の
人
も
働
け
る
ほ
か
、
遠
隔
地
か
ら
の

採
用
も
可
能
に
な
る
。
近
年
、
副
業
・

兼
業
を
認
め
る
企
業
が
増
え
て
い
る
が
、

例
え
ば
都
市
部
で
働
く
人
が
週
に
数
回
、

地
方
企
業
で
リ
モ
ー
ト
副
業
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
都
市
部
の
大
企
業
に

偏
り
が
ち
な
高
度
人
材
の
専
門
知
識
や

経
験
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
地
方
企

業
で
広
く
生
か
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

企
業
収
益
が
拡
大
す
る
機
会
が
増
え
、

地
方
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

　
も
っ
と
も
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
定
着
す

る
に
は
課
題
も
多
い
。
緊
急
事
態
宣
言

中
に
実
施
さ
れ
た
民
間
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
利
用
者
の

大
半
は
生
産
性
が
低
下
し
た
と
回
答
し

た
。
企
業
は
Ｉ
Ｔ
機
器
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
、
諸
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
だ
け
で
な
く
、
業
務
の
性
質
な
ど
に

応
じ
て
出
社
と
テ
レ
ワ
ー
ク
を
使
い
分

け
、
就
業
規
則
や
テ
レ
ワ
ー
ク
時
の
費

用
負
担
な
ど
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
危
機
は
社
会
が
テ
レ
ワ
ー
ク

を
本
格
検
討
す
る
契
機
を
も
た
ら
し
た
。

こ
れ
を
好
機
と
捉
え
、
政
労
使
が
一
丸

と
な
っ
て
広
く
定
着
さ
せ
る
べ
き
だ
。

Data

急速に広がるテレワーク
人手不足が深刻化する
地方での定着が課題に

数
語

字

る

は
大和総研 
シニアエコノミスト

神田慶司

内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・
行動の変化に関する調査」（6月21日）

地方圏（三大都市圏以外の36道県）での
テレワーク実施率

26%
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